
2021 年度 日本語用論学会 第 24 回大会プログラム (ver.1) 
 

1st Day  12 月 18 日（土）  Dec. 18th 

 

Session 1 (10:00 t 11:55) 
 Room 1 Room 2 Room 3 Room 4 

10:00 
｜ 

10:35 

ワークショップ 
 

配慮表現の普遍性と個別性をめぐって 
 

代表：山岡政紀（創価大学） 
 

（～11:40） 

否定のスコープの中に現れる自由選択について 
 
 

徐子程（神戸大学大学院） 

談話標識としての「なんなら」： 多様な意味用法への文
法化 
 

水田洋子（国際基督教大学） 

談話室 

  Break (5 minutes) 

10:40 
｜ 

11:15 

ミャンマー語の指示詞の特徴ーhō と hòká を中心にー 
 
 

イン・モウテッ（岡山大学大学院） 

スルトイイ文のもつモダリティ―希求文の包括的記述
を目指して― 
 

宮城星留（岡山大学大学院） 

 Break (5 minutes) 

11:20 
｜ 

11:55 

コト情報の言語化と定形性について 
 
 

尹盛熙（関西学院大学） 

語順の意味分析：かき混ぜ文を例にして 
 
 

高橋武志（京都外国語大学大学院） 

 

 

語用論茶寮  Salon (12:10 t 12:55) 「若手向け 国際学会・国際ジャーナルの経験談」 

 ゲスト：柴﨑礼士郎先生（明治大学） MC：小松原哲太・堀内ふみ野 

 

Session 2 (13:00 t 14:15) 
 Room 1 Room 2 Room 3 Room 4 

13:00 
｜ 

13:35 

Responding to self-praise in Japanese 
 

Itakura Hiroko（Shinshu University） 

英語の動詞由来-er 名詞の多義的解釈について 
 
 

砂谷恒夫（フリー） 

Investigating the online processing of pragmatic 
elements for adjective sentences in Japanese and 
Chinese: An eye-tracking study 

Sugaya Yusuke (Osaka University) 

談話室  Break (5 minutes) 

13:40 
｜ 

14:15 

COVID-19 discourse in Linguistic Landscape: 
Dynamic positioning through pragmatic usage 
 

Ike Saya (Meijo University) 

副詞 ever が疑問文に与えるスキーマ的な意味の考察 
 
 

山田美紀（金沢大学大学院） 

The speech act of comforting during COVID-19: A case 
study of Spanish and English native speakers 
 

Clos Ruben (University of the Ryukyus) 

 

Session 3 (14:20 t 15:35) 
 Room 1 Room 2 Room 3 Room 4 

14:20 
｜ 

14:55 

Allocutivity as positive politeness: speaker/addressee-
indexing functions of -gai[wai/zoi]-ya and -gai[wai/zoi]-
ne in the Kanazawa dialect of Japanese 

Izutsu Katsunobu 
(Hokkaido University of Education) 

情報の有益性が低い広告表現における視座の「ズーム・
アウト」 
 

加藤久俊（フリー） 

従属節発話における文脈と慣習性―「単純な」／「慣習
化された」主節省略の分析から― 
 

平尾恵美（舞鶴工業高等専門学校） 

談話室 
 Break (5 minutes) 

15:00 
｜ 

15:35 

 和菓子の命名における認知的基盤 ʷ百科事典的知識
を通した文化理解に向けてʷ 
 

福留奈美（東京聖栄大学） 

LINE に見られる「笑」の語用論的機能 
 
 

高村遼（立正大学） 

 

特別講演 Plenary  (15:40 t 16:40) 
15:40 

｜ 

16:40 

「推意・意味・意図：グライス哲学における推意」 

三木那由他先生（大阪大学） 

 

 

 

懇親会 1 Reception 1  (17:00 t 18:20) 

懇親会 2 Reception 2  (18:30 t 20:00) 
  



2nd Day  12 月 19 日（日） Dec. 19th 

 

Session 4 (10:00 t 11:55) 
 Room 1 Room 2 Room 3 Room 4 

10:00 
｜ 

10:35 

補足の接続詞における配慮の考察ʷ「ただ」を中心
にʷ 
 

中後幸恵（創価大学大学院） 

縦断的データにみる中級日本語学習者の語用論的理解
能力 ‐習得過程と言語環境の変化との関連性をめぐ
って‐ 

堀田智子（東北大学） 

「ほめに対する応答」に影響する要因の分析 ʷほめら
れる側の立場からʷ 
 

昂燕妮（名古屋大学大学院） 

談話室 

 Break (5 minutes) 

10:40 
｜ 

11:15 

「マウンティング」をイン／ポライトネスから考え
る ：「自分ほめ／自慢（self-praise, bragging）」との
比較を通して 

大塚生子（大阪工業大学） 

DLA（対話型アセスメント）における質問応答連鎖の
会話分析―第三の位置での指導者の反応に注目して― 
 

嶋原耕一（東京外国語大学） 

日本語の慰め行動における性差―同性友人間の比較か
ら― 
 

張 楽（金沢大学大学院） 

 Break (5 minutes) 

11:20 
｜ 

11:55 

打ち言葉の感情表現：Twitter 上の「怒り」表現に着
目して 
 

西村綾夏（フリー） 

中国語母語話者の雑談における発話部分の焦点化 
 
 

黄琬婷（上智大学） 

会話文での AND X 形式の表現と話し手 
 
 

野島啓一（北九州市立大学（非常勤）） 

 

ポスター発表 Poster Session (12:00 t 13:00) 
12:00 

｜ 

13:00 

知人関係における日本語交感発話の特徴ー会話開始部を中心にー     肖 潔 （北海道大学大学院） 

金沢市の商業地に見られる禁止表現―ターゲットによる違いの分析―   賈 羽飛 （金沢大学大学院） 

The Sequential Environments of the Appendor Question                  Sally Jones  (Nagoya University) 

談話室 

 

会員総会 The General Meeting of Members  (13:30 t 13:50) 
13:30 

｜ 

13:50 

 

 

シンポジウム Symposium (13:50 t 16:30) 

13:50 

｜ 

16:30 

シンポジウム 「語用論的方言学への招待」 
司 会 ：    小林隆（東北大学） 

発表者 ：    小林隆（東北大学） 

中西太郎（跡見学園女子大学） 

         津田智史（宮城教育大学） 

椎名渉子（名古屋市立大学） 

ディスカッサント：滝浦真人（放送大学） 

 

閉会 Closing Ceremony (16:30 t 16:40) 
 

 


